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111.1. 「実施体制の強化・拡充」： 基本方針

現行「実施本部」の
役割・機能を強化・拡大

現行の「実施本部」に、参加の呼びかけ
だけでなく「チーム・マイナス６％」の施策
及び企業・団体との連携施策の企画・実
施、成果物の確認・管理・進行等を取り
まとめる機能を強化。また、それらを効率
的に推進するための担当も新たに配置し、
より実行力のある『実施本部』とする。

「実施本部」を協力にサポートする
博報堂全社支援体制の配備

企業・団体との連携をより効率的・効果
的に進めるべく、「実施本部」をサポートす
る機能を、地域（支社／地域法人）も含
め博報堂グループ全社で対応する体制を
配備する。

企業や団体に対する活動参加の
声かけ機能に留まらない

「実施本部」の強化・拡充

具体的には？
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121.2.1 「実施体制の強化・拡充」： 「実施本部」の設置と主な役割・担当

図表1.2.1. 「実施本部」の設置と主な役割・担当

■ 地域における活動活性化のための体制づくり
・ 地域毎に競い合うﾒﾆｭｰ構築
・ 全国同時開催「象徴イベント」への参加
・ チーム員同士の連携支援

■ 取組1 「COOL BIZ」
・ 「COOL BIZ」未浸透企業への対応

(経団連、賛同企業、ｱﾊﾟﾚﾙ、小売)
・ 「エコアジア2006」によるｱｼﾞｱへの波及
・ ﾒﾃﾞｨｱとの連携による情報発信

■ 取組1 「WARM BIZ」
・ 衣食住の観点から「WARM BIZフェア」実施

■ 取組4 「省ｴﾈ製品買替」
・ 企業連携(家電ﾒｰｶｰ、量販店、eｺﾏｰｽ) 
・ NPOとの連携(家電買い替え融資ﾓﾃﾞﾙ) 
・ 診断ﾂｰﾙの開発/利用促進

■ 取組5 (ゴミを通した削減)
・ 企業、団体との連携によるエコバッグ、ふろしき普及

(ﾕﾆﾁｬｰﾑ,ﾘｸﾙｰﾄ,JOC,JFA,新聞社,ﾌｼﾞﾃﾚﾋﾞ)
・ふろしきによる包装導入

(ﾙｲ･ｳﾞｨﾄﾝ、百貨店協会、日比谷花壇)
■ 取組2 (水道利用を通した削減)

・ 企業連携(INAX、TOTO)
■ 取組3 (自動車利用を通した削減)

・ 企業/団体連携(出版社、道の駅)
・ ｺﾝﾃﾝﾂによるｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの普及(歌、CS放送)

■ 取組6 (電源を通した削減)
・ ﾗｲﾄﾀﾞｳﾝｲﾍﾞﾝﾄ 表参道ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ

■ 環境技術ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
・ 「環境技術立国」宣言広告
・ テレビ特番「地球環境ｽﾍﾟｼｬﾙ」
・ 小池大臣広告

■ 取組4「省ｴﾈ製品買替」集中ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
・ 家電各社純粋広告連動
・ タグラインタイアップ（団塊企画）
・ もったいない企画

モッタイナイＴＶＣＭ、マータイさん企画
「買い替え ｖｓ MOTTAINAI」

・ 団塊マーケット向け買替促進企画

■ 各施策の中間指標測定
■ 各施策のCO2削減量測定

(CO2削減に直接効果のない施策は
間接的な指標を用いて評価)

■ 外部ｻｲﾄとの連携
・ Yahoo！JAPAN環境月間での連携
・ i-modeｻｲﾄとの連携

■ ｺﾝﾃﾝﾂの活用
・ ｵﾘｼﾞﾅﾙ映像の配信､環境関連映像のｱｰｶｲﾌﾞ化
・ ｱｰﾃｨｽﾄｺﾗﾎﾞ､日本ｻｯｶｰ協会･ﾌﾟﾛ野球OBｸﾗﾌﾞｺﾗﾎﾞ
・ 調査研究機関の成果を広報
・ 「温暖化の気象への影響」ﾒﾙﾏｶﾞの配布

■ ﾂｰﾙによる登録誘導
■ チーム員ﾒﾘｯﾄによる登録誘導

■ 一般個人向け対応、一般企業向け対応

■ チーム員同士の連携強化
・ 地方団体との連携強化
・ 個人チーム員同士の連携強化

各組織の主要な役割

(1) 全体計画/管理(1) 全体計画/管理

(2) 団体との連携(2) 団体との連携

(3) 「６つの取組」(3) 「６つの取組」

(4) 健全な危機意識の醸成(4) 健全な危機意識の醸成

(5) 集中キャンペーン(5) 集中キャンペーン

(6) WEB(6) WEB

(7) チーム員100万人(7) チーム員100万人

(8) 効果測定(8) 効果測定

(9) 事務局/ｱﾌﾀｰﾌｫﾛｰ(9) 事務局/ｱﾌﾀｰﾌｫﾛｰ

組織図

■ 全体戦略 (立案/提案/調整(環境省/博報堂))
・ H18年度提案書(４月ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ)
・ H18年度下期提案書
・ 財務省予算獲得提案書立案
・ H19年度提案書

■ 全体実行計画 (立案/管理)
・ ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ

■ 全体進捗報告 (環境省/博報堂)
・ 月次報告
・ 四半期報告/上期報告/下期報告
・ 終報告

■ ﾄｯﾌﾟ営業 (企画/ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ/ﾌﾟﾚｾﾞﾝ/ﾌｫﾛｰ)
・ 経団連/経済同友会(北城代表)
・ 企業 社長/役員ｸﾗｽ

(H17年度100社ﾌｫﾛｰ/H18年度新規100社)
・ ISP/ﾎﾟｰﾀﾙ 社長/役員ｸﾗｽ

(H17年度8社ﾌｫﾛｰ/H18年度新規10社)
■ 予算配分 (計画/立案/交渉/進捗管理/承認)

・ 「予算配分の考え方」進化
・ H18年度予算計画立案

■ 全体管理仕組み作り
・ 営業進捗
・ 予算進捗
・ 組織/役割/責任 改善
・ 課題管理

■ 博報堂のﾌｫﾛｰ
・ 組織/人事変更の場合

(8) 効果測定
・ 各施策の中間指標測定
・ 各施策のCO2削減量測定

(6) WEB
・ 外部ｻｲﾄとの連携
・ チーム員同士の連携強化

(7) チーム員100万人
・ ﾂｰﾙによる登録誘導
・ チーム員ﾒﾘｯﾄによる登録誘導

(9)アフターフォロー
・ 一般個人向け対応、一般企業向け対応

■ 各施策の進捗ﾚﾋﾞｭｰ/管理/ﾌｫﾛｰ
(2) 団体との連携

・ 地域における活動活性化の為の体制づくり
(3) 「６つの取組」

・ 取組1 「COOL BIZ」/ 「WARM BIZ」
・ 取組4 「省ｴﾈ製品買替」
・ 取組5 (ゴミを通した削減)
・ 取組2 (水道利用を通した削減)
・ 取組3 (自動車利用を通した削減)
・ 取組6 (電源を通した削減)

(4) 健全な危機意識の醸成
・ ｺﾝﾃﾝﾂの活用

(5) 集中キャンペーン
・ 環境技術ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
・ 取組4「省ｴﾈ製品買替」集中ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

各組織の主要な役割 担当者 担当者

・栫井
・ｺﾐｯﾃｨ

石寺、宮久、伊藤、
松永、桜井、三村、染谷

・イーソリューションズ

・野村
・小谷/松風、加藤/水口
・波房/西+4名 、川廷/山口

・鶴田/西山/松永
・宮久/木原
・伊藤/本橋/五十嵐/加藤
・桜井/川廷/石川
・営業1名

・伊藤、小谷、後藤
・桜井、川廷、石川

・桜井/川廷/田中/石川
・伊藤
・鶴田/木原
・宮久/伊藤

・三村/染谷/音部/宇野
・桜井/川廷/石川
・営業1名

・三村/染谷/音部/大久保
・営業1名

・石寺/吉田/古賀/夏目

・今村/竹林/高見 ＋1名
・村上/安光/片岡
・藤田/伊藤(玉)/島田/栄田
・電話ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ2名

対応営業2名

対応営業2名

共通

「実施本部」



2.「６つの取組の実施」について
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152.「６つの取組」の実施： 取組に共通する全体方針

取組１の継続と
取組４、取組５への着手

昨年成功を収めた「COOL BIZ」を中心と
する取組１は完全定着を目指す。
取組４は、削減効果が高く、かつ今年注
力することで効果が増大する要因も多い
ため、特に集中的に実施。
また取組５については、既に今期から施策
に着手していることをより拡充する。

「テコの原理」を活用した、
企業・団体との更なる連携

取組を問わず、今年の成功要因の一つ
でもある「テコの原理」を活用し、実施本
部が中心となって、様々な企業・団体との
連携を実現させ（既に一部交渉中）、
個々の取組の実施機会をできるかぎり数
多く創出する。

統合情報戦略に基づいた
全体計画の構築

当事業を後押しさせる“論調づくり”を重
視。情報波及力の高いメッセンジャー選
定や、マスコミ等で取り上げられやすい社
会日程や企業・団体活動との適切なタイ
ミング同期、そしてそこで発信するメッセー
ジ同期などを考慮した“統合情報戦略”
の視点で全体計画を構築。

取組１、４、５の選択と集中と
効果的な情報波及の仕組みに基づいた

テコの原理を最大限に活用した新たな実施機会の創出

具体的には？

その他取組については
イ）計画詳細篇へ
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2.1.「取組１：温度調節を通した削減」
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172.1.1.「COOL BIZ」/｢WARM BIZ｣： 基本方針

平成17年度「COOL BIZ」賛同・実
施企業に対する継続実施の支援

全就業者の32.7％の「COOL BIZ」実践
者に対し、継続実施の支援と同期づけを
行い、室温28度設定の徹底と今年と同様
以上のCO2削減を目指す。

未浸透層の攻略①
賛同企業からの啓発および
トップアプローチによる攻略

未浸透層である外回りの営業職や中小
企業の就業者にとっての行動障壁を下げ
る施策を実施し、室温28度設定の実施
人数を増やし、更なるCO2削減を目指す。

未浸透層の攻略②
アジアからの情報逆輸入による攻略

「エコアジア2006」との連携を図り、アジア（海
外企業）での「COOL BIZ」の認知・実践の拡
大をはかると共に、“アジアでの話題化”という
情報の逆輸入によって国内の実践を促進。

未浸透層の攻略による
「COOL BIZ」の完全定着化

ライフスタイルコンセプトとしての
「WARM BIZ」の完全定着化

ライフスタイルコンセプトの認知・理解の向上
と

衣食住への連携拡大

衣類まわりでのコンセプト認知に留まった平成17年に対し、
次年度は新たに食・住領域にも施策を拡大し、ライフスタイ
ルコンセプトとしての「WARM BIZ」の定着化を目指す。

平成17年度「WARM BIZ」賛同・実施企業

に対する継続実施の支援

全就業者の30.4％の「WARM BIZ」実践者に対し、継続
実施の支援と同期づけを行い、室温20度設定の徹底と今
年と同様以上のCO2削減を目指す。

具体的には？

具体的には？
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182.1.2.「COOL BIZ」における連携企業・団体の拡大

平成17年度自主PR・賛同企業から未浸透企業・団体への声かけの実施や、未実施層攻略を目的とした実施本部
が中心となって企業・団体への声かけ（一部声かけ済）することで「COOL BIZ」の完全定着を目指す。

図表2.1.2. 平成18年度 連携企業・団体の拡大: 取組1 「COOL BIZ」取組1

経済界

波及効果による企業参加
• 賛同企業による未実施層の攻略
• トップアプローチによる未浸透層の攻略
• 「エコアジア ２００６」での波及効果

平成17年度賛同企業
• 平成18年度展開への協力依頼済

国国

「
実
施
本
部
」
設
置

＋

博
報
堂
（
全
社
体
制
）

国
民

国
民

「各種団体」 「賛同企業」（実績） 「ﾌｫﾛﾜｰ賛同企業」（目標）「ﾌｫﾛﾜｰ賛同企業」（目標）

ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶｰ
(数社)

小売
(37社)

賛同企業
(5,000社)

賛同企業
(3,700社)(合計で全企業の0.5%)

ｻｰﾋﾞｽ業/公共機関

中小企業/営業職

ﾒﾃﾞｨｱ連携

ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶｰ
(96社)(合計でｱﾊﾟﾚﾙの25%)

小売
(30社)(合計で小売の35%)・経団連/同友会

・日本ﾁｪｰﾝｽﾄｱ協会
・日本百貨店協会 等

地方関連団体
地方企業や地方メディアとの連携

色付き部分が今年開拓・拡大すべき領域※
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192.1.3.「WARM BIZ」における連携企業・団体の拡大

平成17年度自主PR・賛同企業からの未浸透企業・団体への声かけだけでなく、実施本部を中心となって、ライフスタ
イルコンセプトにあてはまるアパレル以外の企業・団体へ声かけ（一部声かけ済）することで「WARM BIZ」の理解促進・
完全定着を目指す。

図表2.1.3. 平成18年度 連携企業・団体の拡大: 取組1 「WARM BIZ」取組1

国国

「
実
施
本
部
」
設
置

＋

博
報
堂
（
全
社
体
制
）

国
民

国
民

経済界

ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶｰ
(数社)

小売
(37社)

賛同企業
(5,000社)

賛同企業
(3,700社)(合計で全企業の0.5%)

食品ﾒｰｶｰ
(10社)(食品ﾒｰｶｰの上位10社

飲料ﾒｰｶｰ
(32社)(飲料ﾒｰｶｰの50%)

住宅ﾒｰｶｰ
(12社)(主要住宅ﾒｰｶｰの50%)

ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶｰ
(96社)(合計でｱﾊﾟﾚﾙの25%)

小売
(30社)(合計で小売の35%)・経団連/同友会

・日本ﾁｪｰﾝｽﾄｱ協会
・日本百貨店協会
・全国清涼飲料工業会
・住宅生産団体連合会 等

波及効果による企業参加
• 賛同企業の波及効果により運動参加
• 食品、住宅業界への波及

平成17年度賛同企業
• 平成18年度展開への協力依頼済

「各種団体」 「賛同企業」（実績） 「ﾌｫﾛﾜｰ賛同企業」（目標）「ﾌｫﾛﾜｰ賛同企業」（目標）

色付き部分が今年開拓・拡大すべき領域※

ﾒﾃﾞｨｱ連携



2.2 .「取組4：商品選択を通した削減」


